
特
集
八
平
成
六
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｖ
「
転
換
期
に
お
け
る
国
家
と
天
皇
」

徳
川
朝
幕
関
係
の
再
編

Ｉ
新
井
白
石
の
幕
府
王
権
論
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

徳
川
幕
府
の
成
立
に
続
く
一
世
紀
は
、
儒
教
が
幕
藩
権
力
に
採
取
さ
れ
て
、

そ
の
所
与
が
政
治
体
制
・
社
会
制
度
の
上
に
定
着
し
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、

中
国
固
有
の
風
士
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
儒
教
の
所
与
と
徳
川
日
本
の
状
況
と
の

間
に
は
本
来
的
に
相
容
れ
な
い
重
大
な
乖
離
が
存
在
し
た
。
朝
幕
間
に
権
力
が

分
割
さ
れ
た
日
本
の
政
治
様
態
は
、
王
権
不
分
割
を
前
提
と
す
る
儒
教
の
立
場

か
ら
は
是
認
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

儒
教
思
想
に
よ
れ
ば
、
衰
退
し
て
天
命
を
失
っ
た
王
朝
は
、
新
た
に
天
命
を

受
け
た
異
姓
の
王
朝
に
そ
の
王
権
を
譲
り
渡
す
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
天

命
を
受
け
た
治
者
は
常
に
王
権
を
総
体
と
し
て
維
持
す
る
責
務
を
負
い
、
こ
れ

を
分
割
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
か
か
る
分
割
は
名
実
を
分
離
し
、
上
下
の

秩
序
を
乱
し
、
乱
世
を
招
く
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
思
想
を
輸
入
し
て
実
践
せ
ん
と
し
た
徳
川
初
期
の
儒
者
達
が
直
面
し
た

状
況
は
、
ま
さ
し
く
王
権
の
分
割
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
分
割
は
、

中
国
史
上
に
例
の
あ
る
複
数
の
権
力
者
の
間
の
領
土
分
割
で
は
な
く
、
機
能
の

上
で
王
権
が
天
皇
と
将
軍
の
間
に
分
か
ち
持
た
れ
る
と
い
う
、
彼
ら
が
ど
の
よ

は
じ
め
に
ｌ
徳
川
国
家
体
制
と
儒
学
政
治
思
想
の
前
提

う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
判
断
に
迷
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
に
は
、
少
な
く
と
も
千
年
以
上
に
わ
た
る
慣
例
と
し
て
即
位
し
続
け
て

き
た
天
皇
が
居
り
、
そ
の
名
を
信
ず
る
限
り
、
こ
れ
が
当
然
日
本
の
王
者
で
あ

る
。
も
う
一
方
の
将
軍
は
、
形
式
の
上
で
は
そ
の
天
皇
に
任
命
さ
れ
た
一
廷
臣

に
過
ぎ
な
い
が
、
天
下
万
人
の
知
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
の
実
際
の
支
配
者
は
彼

で
あ
り
、
天
皇
は
既
に
久
し
く
実
権
を
失
っ
て
い
る
。

土
着
の
政
治
伝
統
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
機
能
分
割
は
、
十
二
世
紀
初
頭
以
来

五
百
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
事
実
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
政
治
慣
習
で
、
む

し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
常
態
で
あ
る
。
一
方
、
儒
教
の
範
晴
を
以
て
す
れ
ば
、
こ

れ
は
ま
さ
し
く
二
人
の
王
者
が
併
存
す
る
異
常
態
で
、
両
者
を
統
一
し
て
唯
一

の
王
者
に
帰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
儒
教
移
入
の
結
果
と
し
て
、
彼
ら
近
世
儒
者

達
は
、
こ
の
乖
離
を
弥
縫
す
る
と
い
う
、
本
来
的
に
不
可
能
な
課
題
を
負
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
難
題
に
処
す
る
最
も
単
純
な
対
応
は
、
儒
教
の
体
系
性
を
無
視
し
て
、

日
本
の
状
況
が
本
来
の
儒
教
思
想
に
適
合
せ
ぬ
こ
と
に
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
幕
府
御
用
儒
者
の
筆
頭
で
、
そ
の
儒
教
化
の
最
大
の
担
い
手
と
さ
れ
る

林
羅
山
が
取
っ
た
の
は
こ
の
選
択
で
あ
っ
た
。
羅
山
は
、
朝
幕
の
両
立
を
異
常

ケ
イ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
マ
ン
・
ナ
カ
イ

一
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態
と
は
認
め
ず
、
徳
川
体
制
を
あ
る
が
ま
ま
に
是
認
し
、
そ
こ
に
何
ら
の
問
題

を
見
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
、
羅
山
の
跡
を
継
い
だ
子
の

鴬
峯
に
引
き
継
が
れ
る
。

朝
廷
ノ
武
家
二
愚
ル
コ
ト
彌
々
尊
ク
、
武
家
ノ
朝
廷
ヲ
仰
グ
コ
ト
益
々
熾

（
１
）

ン
ナ
リ
。
共
二
百
千
甲
子
ヲ
累
ネ
、
永
へ
二
億
万
兆
民
二
臨
マ
ン
。

日
本
史
の
究
極
の
到
達
点
と
し
て
の
徳
川
体
制
を
鴬
峯
は
、
こ
の
よ
う
に
叙

述
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
水
戸
徳
川
家
の
藩
主
光
圀
の
主
導
す
る
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
に
携

わ
る
所
謂
「
前
期
水
戸
学
派
」
の
儒
者
達
は
、
紀
伝
体
正
史
を
書
く
た
め
に
君

臣
の
分
際
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
態
に
遭
遇
し
て
、
将
軍
の
位
置
を
い

ず
れ
に
置
く
か
苦
慮
し
た
。
彼
ら
は
天
皇
を
以
て
「
君
」
と
す
る
こ
と
に
は
い

さ
さ
か
の
疑
い
も
挟
ま
な
か
っ
た
が
、
将
軍
を
以
て
「
臣
」
と
す
る
こ
と
を
た

（
２
）

め
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
人
で
あ
る
三
宅
観
潤
は
、
将
軍
の
位
置
を
次
の

よ
う
に
理
解
し
て
い
た
。

其
ノ
官
〈
則
チ
朝
命
二
受
ヶ
、
其
ノ
位
〈
則
チ
臣
列
ニ
在
り
。
而
シ
テ
凡

ソ
天
下
ノ
土
地
財
租
〈
皆
ナ
自
カ
ラ
コ
レ
ヲ
有
シ
、
守
ヲ
置
キ
吏
ヲ
署
シ
、

征
討
生
殺
ヨ
リ
廃
立
ノ
大
事
一
一
至
ル
マ
デ
、
又
皆
ナ
自
カ
ラ
コ
レ
ヲ
專
ラ

（
３
）

ニ
ス
。
周
漢
ヨ
リ
宋
元
マ
デ
君
臣
ノ
事
蹟
二
未
ダ
コ
ノ
類
有
ル
ヲ
見
ズ
。

結
局
、
観
欄
は
、
将
軍
は
中
国
歴
史
に
類
例
を
見
な
い
日
本
固
有
の
も
の
で
、

中
国
の
範
晴
で
言
え
ば
「
君
」
と
「
臣
」
と
の
間
に
在
る
も
の
と
し
た
。
そ
こ

で
『
大
日
本
史
』
の
体
裁
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
、
中
国
各
王
朝
の
正
史
の
モ

デ
ル
を
修
正
し
て
、
「
君
」
の
事
蹟
を
叙
す
る
「
本
紀
」
と
「
臣
」
の
事
蹟
を

叙
す
る
「
列
伝
」
の
間
に
、
特
別
に
「
将
軍
伝
」
を
設
け
る
こ
と
を
提
唱
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
暖
昧
な
「
将
軍
伝
」
に
つ
い
て
、
観
潤
の
跡
を
承
け
た
安
積

潅
泊
は
、

（
４
）

名
〈
列
伝
卜
雛
へ
ド
モ
、
実
〈
本
紀
ノ
如
シ
。

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
苦
し
い
説
明
は
、
図
ら
ず
も
名
実
の
分
離
し
た
日
本
の

現
状
を
言
い
え
て
妙
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
皇
の
王
者
た
る
こ
と
を
疑
わ
ぬ
潅

泊
は
、
こ
こ
で
敢
え
て
名
実
を
一
致
さ
せ
て
将
軍
伝
を
「
本
紀
」
に
加
え
る
こ

と
を
唱
え
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

王
権
統
一
の
思
想
を
始
め
て
本
格
的
に
日
本
の
政
治
状
況
に
適
応
せ
ん
と
し

た
の
は
、
幕
府
開
設
後
一
世
紀
を
経
て
、
六
代
将
軍
家
宣
の
教
師
と
し
て
幕
府

中
央
に
登
場
し
て
き
た
新
井
白
石
で
あ
っ
た
。
家
宣
の
将
軍
就
職
以
後
、
幕
政

の
諮
問
に
与
か
つ
た
彼
は
、
当
面
の
政
策
の
処
理
に
当
た
る
の
承
で
は
な
く
、

朝
廷
と
幕
府
と
を
包
括
す
る
日
本
の
政
治
体
制
そ
の
も
の
を
儒
教
思
想
の
観
点

か
ら
見
直
し
、
こ
れ
を
再
構
築
す
る
壮
大
な
構
想
を
実
践
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

王
権
が
分
割
状
態
に
あ
る
現
状
に
関
し
て
、
白
石
が
ま
ず
着
目
し
た
の
は
、

「
論
語
』
季
氏
第
十
六
の
第
二
章
の
次
の
句
で
あ
っ
た
。

孔
子
日
ク
。
天
下
道
有
ラ
バ
、
則
チ
礼
楽
征
伐
天
子
ヨ
リ
出
ヅ
。
天
下
道

無
ク
バ
、
則
チ
礼
楽
征
伐
諸
侯
ヨ
リ
出
ヅ
。
諸
侯
ヨ
リ
出
ヅ
レ
ペ
、
蓋
シ

十
世
失
ハ
ザ
ル
ハ
希
ナ
リ
。

こ
こ
で
孔
子
が
非
と
し
て
い
る
の
は
、
王
権
の
諸
侯
の
間
へ
の
分
割
で
あ
り
、

そ
れ
が
機
能
的
に
二
人
の
「
王
者
」
の
間
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
白
石
は
、
こ
こ
に
見
え
る
「
礼
楽
征
伐
」
の
文
字
を
見
逃
さ
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
王
権
が
「
礼
楽
」
と
「
征
伐
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
こ

と
を
意
味
し
、
ま
さ
し
く
天
皇
と
将
軍
と
が
そ
れ
ぞ
れ
分
か
ち
持
っ
て
い
る
象

徴
的
権
威
と
実
践
的
統
治
を
意
味
し
て
い
る
と
彼
は
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
諸

侯
の
間
へ
の
王
権
分
割
が
非
で
あ
る
以
上
に
、
本
来
一
体
で
あ
る
べ
き
「
礼
楽

三
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征
伐
」
の
分
割
は
非
で
あ
る
。
今
分
離
し
て
い
る
「
礼
楽
」
と
「
征
伐
」
は
再

び
併
せ
ら
れ
て
唯
一
の
王
者
に
帰
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
ら
ば
、
そ
の

唯
一
の
王
者
と
は
誰
か
。
将
軍
顧
問
の
彼
の
答
え
は
自
明
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
彼
が
援
用
し
た
の
は
、
司
馬
光
「
資
治
通
鑑
』
の
名
実
論
で
あ
っ
た
。

名
目
上
の
王
者
と
、
治
世
の
実
績
を
有
す
る
事
実
上
の
王
者
が
並
立
す
る
場
合
、

『
資
治
通
鑑
』
は
、
天
命
は
後
者
に
下
る
も
の
と
し
た
の
だ
。
こ
れ
に
拠
っ
て

白
石
は
、
日
本
の
王
者
は
、
久
し
く
「
虚
器
を
抱
く
」
天
皇
で
は
な
く
、
既
に

百
年
の
統
治
の
実
績
を
累
ね
て
来
た
将
軍
で
あ
る
と
断
じ
た
。

か
く
し
て
、
白
石
は
将
軍
を
以
て
「
受
命
之
君
」
と
し
、
既
に
彼
が
掌
中
に

収
め
て
い
る
「
征
伐
」
の
み
な
ら
ず
、
現
在
京
都
朝
廷
の
司
る
と
こ
ろ
で
あ
る

「
礼
楽
」
を
も
併
せ
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
著
作
の
中
に
そ
の
議
論
を
展

開
し
、
こ
れ
を
実
際
の
政
策
と
し
て
将
軍
に
進
言
し
実
践
せ
し
め
ん
と
し
た
。

白
石
の
企
て
は
、
現
在
の
朝
幕
並
立
体
制
を
支
え
る
既
存
の
歴
史
ｌ
「
天
孫

降
臨
神
話
」
を
根
拠
と
す
る
皇
室
の
永
久
支
配
の
正
当
化
ｌ
を
根
底
か
ら
解
体

し
、
新
た
に
儒
教
本
来
の
歴
史
範
晴
ｌ
天
命
の
受
失
に
よ
る
易
姓
革
命
論
ｌ
を

以
て
、
開
關
以
来
の
日
本
歴
史
を
組
み
立
て
直
す
と
い
う
壮
大
な
も
の
で
あ
っ

た
。
作
業
の
第
一
段
は
『
古
史
通
』
及
び
『
古
史
通
或
問
』
の
両
著
に
お
い
て
展

開
さ
れ
る
記
紀
神
話
の
再
解
釈
で
あ
る
。
い
ま
だ
仮
名
の
な
い
時
代
に
書
か
れ

た
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
等
の
テ
ク
ス
ト
は
、
漢
字
の
み
で
表
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
こ
に
借
用
さ
れ
て
い
る
漢
字

の
字
面
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
本
来
の
大
和
言
葉
を
読
承
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ｌ
こ
う

歴
史
の
再
解
釈

彼
は
力
説
す
る
。
一
見
こ
れ
は
、
後
に
本
居
宣
長
が
唱
え
る
古
代
テ
ク
ス
ト
の

厳
密
な
研
究
と
似
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
実
は
、
白
石
の
狙
い
は
、
言

語
の
厳
正
な
科
学
的
研
究
で
は
な
く
、
漢
字
の
字
義
の
束
縛
を
脱
す
る
こ
と
に

よ
り
記
紀
神
話
の
窓
意
的
解
釈
を
可
能
な
ら
し
め
、
そ
こ
に
不
滅
の
神
達
の
物

語
に
代
え
て
、
中
国
の
「
書
経
』
に
似
た
人
間
の
歴
史
を
「
読
象
取
る
」
こ
と

に
あ
っ
た
。

こ
の
疑
似
科
学
の
「
言
語
学
」
に
よ
り
、
白
石
は
記
紀
の
神
代
の
巻
の
「
カ

ミ
」
を
「
人
間
の
首
長
」
と
し
、
彼
ら
の
居
る
「
タ
カ
ァ
マ
ノ
ハ
ラ
」
を
単
な

る
地
名
ｌ
常
陸
国
多
珂
郡
ｌ
と
し
た
。

力
、
、
、

ヒ
ト

「
神
」
と
は
人
也
。
我
国
の
俗
、
凡
其
尊
ぶ
所
の
人
を
称
し
て
「
加
美
」

カ
リ
モ
チ

と
い
ふ
。
（
中
略
）
こ
れ
尊
尚
の
義
と
聞
え
た
り
。
今
字
を
仮
用
ふ
る
に

カ
ミ

ー
令
卸
樟
一
、
、

ワ
カ
レ

至
り
て
「
神
」
と
し
る
し
「
上
」
と
し
る
す
等
の
別
は
出
来
た
り
。
（
中

略
）
。

タ
カ

タ
カ
ノ

「
高
」
の
字
読
ん
で
「
多
珂
」
と
い
ふ
は
古
に
い
ふ
所
の
「
高
国
」
（
中

タ
カ
ノ

略
）
「
多
珂
国
」
（
中
略
）
即
チ
、
今
ノ
「
常
陸
国
多
珂
郡
」
の
地
是
也
。

タ
カ
ア
マ
ノ
ハ
ラ

（
中
略
）
古
語
に
「
多
珂
阿
麻
能
播
羅
」
と
い
ひ
し
は
「
多
珂
海
上
之
地
」

（
《
０
）

と
い
ふ
が
ご
と
し
。

こ
う
し
た
操
作
を
通
じ
て
、
白
石
は
天
皇
の
神
的
起
源
を
否
定
し
、
彼
を
他

の
人
間
と
同
様
に
天
命
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
彼
の
構
想
す
る
「
易

姓
革
命
の
歴
史
」
の
中
に
組
み
込
ん
だ
。
ひ
き
続
き
彼
は
記
紀
神
話
の
中
に
、

『
書
経
』
に
描
か
れ
た
中
国
の
国
家
起
源
伝
説
と
平
行
す
る
、
日
本
の
国
家
起

源
に
お
け
る
易
姓
革
命
の
物
語
を
「
読
み
取
っ
て
」
い
く
。
彼
の
展
開
す
る
議

論
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

神
代
紀
の
冒
頭
に
現
れ
る
五
柱
・
七
代
の
神
は
二
つ
の
「
神
統
」
に
分
か
れ

一
一
一
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る
。
そ
の
一
は
天
之
御
中
主
神
に
始
ま
り
、
「
天
孫
降
臨
」
の
場
を
作
っ
た
高

皇
産
霊
神
に
至
る
も
の
で
、
こ
れ
を
「
天
統
」
と
す
る
。
そ
の
二
は
葦
牙
彦
舅

神
に
始
ま
り
、
国
之
常
立
神
を
経
て
伊
弊
諾
神
に
至
る
も
の
で
、
こ
れ
を
「
国

（
６
）

統
」
と
す
る
。

’
一
一
一
ギ
ノ
尊
の
所
謂
「
天
孫
降
臨
」
は
、
神
の
子
孫
が
永
遠
の
支
配
者
と
し

て
の
地
上
に
降
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
実
は
、
双
方
の
合
意
の
も
と
に
円
満
に

進
め
ら
れ
た
「
天
統
」
か
ら
「
国
統
」
へ
の
易
姓
革
命
で
あ
っ
た
。
人
々
が
こ

の
事
実
を
知
ら
な
い
の
は
、
「
国
統
」
の
子
孫
た
る
天
皇
が
自
ら
の
永
久
支
配

を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
歴
史
か
ら
抹
消
し
た
た
め
だ
。

白
石
は
こ
う
論
じ
て
天
皇
家
の
定
め
た
「
正
史
」
た
る
『
日
本
書
紀
』
の
神

代
の
叙
述
を
、
真
実
を
改
ざ
ん
し
た
も
の
と
し
て
却
下
す
る
。

日
本
紀
に
は
国
常
立
尊
を
も
て
天
地
初
判
の
神
と
せ
ら
れ
天
御
中
主
神
の

事
に
も
及
ば
れ
ず
。
（
中
略
）
。
天
命
す
で
に
帰
す
る
所
あ
り
て
国
常
立
之

神
統
、
遂
に
大
八
洲
之
国
を
た
も
た
せ
給
ふ
。
何
の
徳
に
葱
給
ふ
所
あ
り

て
か
、
諄
む
と
こ
ろ
あ
る
が
ご
と
く
、
或
は
其
辞
を
曲
げ
て
避
け
、
或
は

（
７
）

其
事
を
あ
は
せ
て
し
る
さ
れ
ず
は
あ
り
け
む
・

そ
し
て
、
こ
れ
を
絶
対
視
し
て
き
た
世
々
の
歴
史
家
達
の
議
論
を
も
一
括
却

下
し
た
の
で
あ
る
。

凡
こ
れ
ら
の
類
、
後
の
説
者
賛
し
て
正
統
を
尊
ぶ
の
義
と
す
と
い
へ
ど
も
、

（
８
）

実
に
拠
り
て
し
る
さ
れ
し
所
と
は
見
へ
ず
。

白
石
は
次
に
、
こ
う
し
て
「
天
統
」
に
代
わ
っ
て
日
本
の
王
者
と
な
っ
た
「
国

統
」
（
天
皇
家
）
が
、
天
命
を
失
う
に
至
る
過
程
を
、
『
史
疑
』
（
供
書
・
断
片

の
承
現
存
）
と
『
読
史
余
論
』
に
お
い
て
展
開
す
る
。

「
天
孫
降
臨
」
に
際
し
て
天
命
を
受
け
た
「
国
統
」
は
、
神
武
以
後
数
代
の

間
に
最
盛
期
を
迎
え
た
が
、
そ
の
後
自
ら
の
不
徳
に
よ
り
、
徐
々
に
衰
退
の
道

を
た
ど
り
始
め
た
ｌ
「
史
疑
』
に
お
い
て
こ
う
述
べ
た
上
で
、
白
石
は
『
読
史

余
論
』
上
巻
を
、
文
徳
帝
が
藤
原
良
房
の
権
勢
を
偉
り
、
兄
た
る
三
子
を
差
し

置
い
て
良
房
の
女
の
生
ん
だ
幼
い
第
四
子
を
太
子
と
し
た
こ
と
か
ら
書
き
起
こ

し
た
。
こ
れ
は
司
馬
光
が
「
資
治
通
鑑
』
を
晋
の
三
大
夫
が
周
の
王
家
を
侮
っ

た
時
、
こ
れ
を
訣
せ
ず
却
っ
て
諸
侯
の
列
に
加
え
た
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
た

先
例
に
倣
っ
た
も
の
で
、
周
王
朝
が
自
ら
礼
を
破
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時

か
ら
衰
退
の
道
を
辿
り
始
め
た
の
と
同
様
、
日
本
の
天
皇
家
も
、
こ
の
礼
に
も

と
る
行
い
を
契
機
に
外
戚
の
地
位
を
独
占
し
た
藤
原
氏
の
専
権
を
許
し
、
王
権

の
「
実
」
を
失
っ
て
い
っ
た
と
し
た
の
で
あ
る
。

天
皇
家
の
衰
退
の
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
白
石
に
よ
れ
ば
、
王
者
の
重
大
責

務
で
あ
る
軍
事
の
統
括
を
怠
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
か
く
し
て
『
読
史
余
論
』

の
中
巻
は
、
「
上
古
に
は
征
伐
天
子
よ
り
出
し
事
」
と
題
し
て
書
き
出
さ
れ
る
。

こ
れ
は
既
に
引
い
た
「
論
語
』
の
「
天
下
道
有
ラ
。
〈
、
則
チ
礼
楽
征
伐
天
子
ヨ

リ
出
ヅ
」
と
い
う
句
に
拠
る
も
の
で
、
王
権
の
総
体
を
示
す
「
礼
楽
征
伐
」
の

内
、
「
礼
楽
」
の
み
し
か
維
持
し
て
い
な
い
現
在
の
天
皇
家
が
、
遠
い
過
去
に

は
全
き
王
者
と
し
て
、
「
征
伐
」
を
も
併
せ
備
え
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と

を
指
し
て
い
る
。

は
じ
め
神
武
東
征
し
給
ひ
し
よ
り
此
か
た
、
代
は
三
十
八
代
、
年
は
千
二

百
廿
五
年
が
ほ
ど
は
国
中
に
皇
化
に
し
た
が
ひ
ま
い
ら
せ
ぬ
も
の
あ
る
時

は
、
天
子
ゑ
づ
か
ら
こ
れ
を
征
し
、
あ
る
ひ
は
皇
子
し
て
こ
れ
を
討
し
め

ら
る
。
（
中
略
）
後
代
の
ご
と
く
に
、
坐
な
が
ら
将
帥
に
命
じ
て
こ
れ
を

（
９
）

討
し
め
ら
れ
し
事
の
ご
と
く
に
は
あ
ら
ず
。

し
か
し
、
平
安
初
期
に
「
将
軍
」
を
任
じ
て
軍
事
を
任
せ
る
こ
と
が
始
ま
り
、

一
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官
位
の
世
襲
化
と
共
に
武
を
軽
ん
ず
る
風
潮
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
臣
下

が
兵
馬
の
権
を
司
り
、
朝
廷
の
威
は
衰
え
、
天
下
の
大
勢
は
も
は
や
後
へ
戻
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

白
石
に
よ
れ
ば
、
正
統
王
朝
と
し
て
の
天
皇
家
は
後
醍
醐
帝
を
以
て
終
焉
し

た
。
後
醍
醐
帝
の
所
謂
「
建
武
中
興
」
は
、
既
に
礎
が
傾
き
破
れ
た
家
を
、
そ

の
場
凌
ぎ
に
修
理
し
て
粉
飾
を
加
え
よ
う
と
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
一
時
の
勝

ち
を
制
し
た
も
の
の
、
民
力
が
戦
乱
の
疲
弊
か
ら
回
復
せ
ぬ
う
ち
に
内
裏
の
造

営
を
課
し
、
戦
功
者
に
は
恩
賞
を
与
え
ず
、
「
匡
官
・
縢
妾
・
伎
能
・
僧
法
師

（
Ⅲ
）

の
類
」
に
ば
か
り
報
い
た
の
で
、
や
が
て
民
の
信
頼
を
失
っ
て
瓦
解
し
た
。

そ
の
後
、
足
利
尊
氏
が
室
町
幕
府
を
開
い
た
時
、
人
々
が
尊
氏
の
不
徳
を
知

り
つ
つ
そ
の
支
配
に
従
っ
た
の
は
、
後
醍
醐
帝
時
代
の
公
家
政
治
が
、
そ
れ
以

前
の
武
家
政
治
に
比
べ
て
著
し
く
劣
る
こ
と
を
士
民
が
知
り
、
武
家
の
代
を
興

す
者
を
「
君
」
と
し
た
方
が
ま
し
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
か
ら
後
は
、
天

下
は
武
家
の
代
に
な
っ
た
ｌ
こ
う
白
石
は
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
武
家
の
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
武
家
が
王
者
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
全
き
徳
を
備
え
た
真
の
王
者
の
登
場
は
、
わ

が
「
神
祖
」
徳
川
家
康
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
白
石
は
次
に
、

頼
朝
か
ら
秀
吉
に
至
る
家
康
以
前
の
武
家
政
権
を
す
べ
て
、
武
力
の
み
で
権
力

を
勝
ち
取
っ
た
「
覇
者
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
一
括
し
て
退
け
る
。

あ
く
ま
で
も
正
統
主
義
者
の
白
石
は
、
日
本
歴
史
を
裁
く
概
念
を
常
に
中
国

の
史
書
に
求
め
、
こ
こ
に
「
王
者
」
に
対
立
す
る
「
覇
者
」
の
語
を
持
ち
出
し

て
来
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
家
康
以
前
の
武
家
達
は
、
権
力
の
「
実
」
の
み
を
握

り
そ
の
「
名
」
は
天
皇
に
借
り
て
「
天
子
を
挟
ん
で
天
下
に
令
せ
む
」
と
し
た

の
で
あ
っ
て
、
皆
「
徳
」
を
知
ら
ず
「
利
」
の
み
を
追
う
も
の
だ
。
こ
れ
は
中

国
の
周
王
朝
末
期
に
横
行
し
た
「
覇
者
」
で
あ
っ
て
、
「
王
者
」
の
資
格
は
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
実
践
的
に
言
っ
て
も
、
す
で
に
そ
の
実
体
を
失
っ
た
朝
廷
の
権
威
を

借
り
よ
う
と
い
う
彼
ら
の
策
謀
は
、
鬼
の
面
を
被
っ
て
童
子
を
お
ど
か
す
類
の

浅
知
恵
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
秀
吉
は
、
皇
室
の
威
を
借
り
て
天
下
を
支
配

し
よ
う
と
、
事
あ
る
ご
と
に
勅
詔
を
発
し
た
が
、
誰
も
こ
れ
に
応
じ
た
も
の
は

な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
国
民
は
皇
室
な
ど
と
い
う
も
の
の
存
在
を
知
ら
な
い

の
だ
。
彼
に
座
き
従
っ
た
者
達
は
、
た
だ
彼
の
兵
力
を
恐
れ
た
の
で
、
皇
威
に

（
Ⅱ
）

服
し
た
の
で
は
な
い
と
白
石
は
言
う
。
そ
し
て
大
局
を
見
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
こ
れ
ら
「
覇
者
」
達
は
、
当
然
自
か
ら
の
権
力
の
正
統
性
を
確
立
し
得
ず
、

永
続
的
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
た
の
で
あ
る
。

将
軍
政
治
顧
問
と
し
て
、
幕
政
を
動
か
す
位
置
に
立
っ
た
白
石
は
、
徳
川
将

軍
を
名
実
と
も
に
「
日
本
国
王
」
た
ら
し
め
る
政
策
を
実
行
に
移
し
始
め
た
。

王
権
の
総
体
「
礼
楽
征
伐
」
は
す
べ
て
将
軍
の
手
に
帰
す
べ
き
も
の
と
し
て
、

現
在
京
都
朝
廷
の
司
る
「
礼
楽
」
を
、
漸
次
江
戸
の
将
軍
の
手
に
移
そ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

彼
が
着
目
し
た
最
大
の
機
会
は
、
正
徳
元
（
一
七
一
二
年
の
朝
鮮
通
信
使

の
江
戸
城
来
訪
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
彼
は
対
外
的
に
将
軍
が
日
本
の
王
者
で

あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
王
者
の
礼
に
属
す
る
朝
官
装
束
・
音
楽
・
建
築
様

式
等
を
京
都
朝
廷
か
ら
江
戸
城
に
移
さ
せ
、
通
信
使
を
通
じ
て
朝
鮮
国
王
に
与

え
る
書
中
に
将
軍
を
し
て
「
日
本
国
王
」
を
名
乗
ら
し
め
た
。

現
実
の
政
治
の
場
で
、
自
ら
信
奉
す
る
理
念
を
実
践
に
移
さ
ん
と
し
た
白
石

実
践
の
試
み
と
挫
折
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は
、
当
然
さ
ま
ざ
ま
な
抵
抗
に
遭
遇
し
た
。
し
か
し
、
彼
が
直
面
し
た
問
題
の

本
質
は
、
こ
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
抵
抗
で
は
な
く
彼
の
思
考
の
内
部
に
在
っ

た
。
整
合
性
の
極
め
て
高
い
儒
教
思
想
を
暖
昧
な
日
本
の
状
況
に
適
応
せ
ん
と

す
る
時
、
論
理
の
一
貫
性
を
貫
く
こ
と
は
必
然
的
に
困
難
と
な
り
、
彼
の
思
想

構
築
は
自
壊
し
た
の
で
あ
る
。

儒
教
思
想
を
以
て
扱
い
き
れ
な
い
課
題
の
一
つ
は
、
京
都
朝
廷
の
処
遇
で
あ

っ
た
。
『
読
史
余
論
』
に
展
開
さ
れ
た
理
論
に
従
う
限
り
、
既
に
四
百
年
の
昔
、

後
醍
醐
帝
の
時
代
以
来
王
者
の
資
格
を
失
っ
て
い
る
天
皇
家
は
、
当
然
、
そ
の

時
点
で
消
滅
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
徳
川
家
康
は
、
新
た
な
王
朝
を
開
い
た

周
の
武
王
に
比
せ
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
朝
廷
は
現
に
京
都
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
最
終
的
に

消
滅
す
る
前
段
階
に
あ
る
も
の
と
見
倣
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
中
国
の
例
に
な
ぞ

ら
え
れ
ば
、
現
在
の
徳
川
将
軍
は
、
既
に
新
た
な
王
朝
を
開
く
機
の
熟
し
た
武

王
の
時
代
で
は
な
く
、
未
だ
設
朝
の
下
に
あ
っ
た
武
王
の
父
文
王
の
時
代
に
あ

る
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
天
皇
家
は
既
に
王
座
を
去
っ
た
「
先
朝
」
で
は
な
く
、
や
が
て
王

座
を
去
る
べ
き
運
命
に
は
あ
る
が
未
だ
王
座
に
留
っ
て
い
る
「
現
朝
」
で
あ
っ

た
。
現
在
の
王
朝
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
い
か
に
不
徳
で
あ
っ
て
も
、
礼
を
以

て
対
す
る
の
が
儒
教
の
教
え
で
あ
る
。
し
か
ら
ぱ
「
現
朝
」
た
る
朝
廷
に
対
し

て
礼
を
失
わ
ず
に
、
い
ず
れ
「
新
朝
」
た
る
べ
き
幕
府
に
、
朝
廷
の
保
有
す
る

「
礼
楽
」
を
移
す
に
は
い
か
に
す
れ
ば
よ
い
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
白
石
の
足
利
将
軍
義
満

の
「
国
王
」
た
ら
ん
と
す
る
企
て
に
関
す
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
評
価
で
あ

ブ
（
》
０

天
皇
・
将
軍
が
並
立
す
る
日
本
の
二
重
王
権
構
造
の
歴
史
の
中
で
、
義
満
は

「
国
王
」
に
最
も
近
づ
い
た
将
軍
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
白
石
は
義
満
に
特
別

の
関
心
を
抱
き
、
時
に
は
彼
の
行
状
を
天
皇
に
対
す
る
不
敬
と
す
る
一
般
の
説

を
退
け
て
、
そ
の
業
績
を
積
極
的
に
評
価
し
た
。
た
と
え
ば
、
「
武
家
官
位
装

束
考
』
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

義
満
ノ
御
事
、
世
ニ
ハ
馬
窓
ナ
ル
コ
ト
共
オ
ハ
シ
ヶ
ル
由
ヲ
申
ス
。
然
し

ド
モ
（
中
略
）
身
死
シ
玉
フ
ニ
及
ビ
太
上
天
皇
ノ
号
ヲ
モ
進
ラ
セ
ラ
レ
、

異
朝
ノ
天
子
モ
我
国
ノ
国
王
二
封
ジ
玉
上
（
中
略
）
将
軍
ノ
御
事
ヲ
公
方

ト
申
マ
イ
ラ
セ
テ
、
其
儀
洞
中
ノ
式
ヲ
用
ヒ
ラ
ル
上
コ
ト
モ
、
又
武
家
ノ

永
式
ヲ
定
メ
オ
カ
レ
シ
コ
ト
モ
、
皆
々
此
時
二
備
ハ
リ
ヌ
レ
バ
、
コ
レ
モ

（
胆
）

ア
ナ
ガ
チ
ニ
傾
ヶ
申
ス
ベ
キ
御
事
一
ス
ァ
ラ
ズ
。

し
か
し
、
儒
教
の
名
分
論
を
以
て
す
れ
ば
、
義
満
は
天
皇
と
将
軍
の
間
の
関

係
を
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
故
に
、
治
者
と
し
て
失
敗
し
た

の
で
あ
る
。
結
局
彼
も
又
、
一
覇
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
白
石
の
最

終
的
義
満
評
価
で
あ
っ
た
。

義
満
は
天
下
の
実
権
を
握
り
な
が
ら
、
無
力
な
天
皇
を
「
世
の
共
主
」
と
し

て
た
て
て
、
自
ら
そ
の
臣
下
た
る
太
政
大
臣
と
な
り
、
日
本
を
支
配
せ
ん
と
し

た
。
こ
の
こ
と
に
白
石
は
二
重
の
過
誤
を
見
た
。

そ
の
名
、
人
臣
な
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
実
の
あ
る
所
は
、
そ
の
名
に
反

せ
り
。
（
中
略
）
。
又
、
身
す
で
に
人
臣
と
し
て
、
王
朝
の
臣
を
召
仕
て
こ

れ
を
な
づ
け
て
踞
近
と
し
（
中
略
）
僧
頼
の
罪
、
あ
に
万
代
の
誰
を
の
が

（
胸
）

れ
ん
や
。

人
臣
の
位
に
就
い
た
た
め
、
一
方
で
は
、
事
実
上
の
治
者
と
し
て
の
「
実
」

に
適
合
せ
ぬ
「
名
」
を
名
乗
る
結
果
と
な
り
、
他
方
で
は
、
「
天
子
」
に
対
し
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て
傲
慢
で
あ
る
と
い
う
誹
り
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
で
は
義
満
は
い

か
に
す
べ
き
だ
っ
た
か
。
上
の
批
判
に
続
け
て
白
石
は
言
う
、

世
態
す
で
に
変
じ
ぬ
れ
ば
、
そ
の
変
に
よ
り
て
、
一
代
の
礼
を
制
す
べ
し
。

こ
れ
す
な
は
ち
変
に
通
ず
る
の
義
な
る
べ
し
。
も
し
此
人
を
し
て
不
学
無

術
な
ら
ざ
ら
ま
し
か
ば
（
中
略
）
そ
の
名
号
を
た
て
上
、
天
子
よ
り
下
れ

る
事
一
等
に
し
て
、
王
朝
の
公
卿
・
大
夫
・
士
の
外
、
六
十
余
州
の
人
民

等
、
こ
と
人
～
く
そ
の
臣
た
る
べ
き
の
制
あ
ら
ぱ
、
今
代
に
到
る
と
も
遵

（
Ｍ
）

用
す
る
に
便
あ
る
べ
し
。

儒
教
の
前
提
に
よ
れ
ば
、
一
代
の
礼
（
即
ち
、
新
王
朝
の
礼
）
を
制
定
す
る

こ
と
は
、
天
下
の
支
配
権
を
握
っ
た
者
に
許
さ
れ
る
正
当
な
権
限
で
あ
る
。
無

学
な
義
満
は
こ
の
こ
と
を
し
ら
な
か
っ
た
た
め
、
臣
下
と
し
て
「
太
政
大
臣
」

を
名
乗
っ
て
し
ま
い
身
の
処
し
方
を
誤
っ
た
の
だ
が
、
本
来
彼
が
な
す
べ
き
で

あ
っ
た
こ
と
は
「
六
十
余
州
の
人
民
等
、
こ
と
ご
と
く
そ
の
臣
た
る
べ
き
」
新

王
朝
の
礼
の
制
定
で
あ
っ
た
ｌ
こ
の
結
論
が
白
石
の
脳
裏
の
一
方
に
あ
っ
た
。

そ
れ
を
や
っ
て
お
い
て
く
れ
た
な
ら
ば
、
今
遵
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
に
と
、

（
旧
）

彼
は
口
惜
し
が
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
同
じ
く
儒
教
の
前
提
に
従
え
ば
、
い
か
に
偲
侭
と
い
え
ど

も
「
天
子
」
を
立
て
た
と
い
う
事
実
が
存
在
す
る
以
上
、
こ
れ
を
滅
ぼ
し
て
篁

奪
者
の
誹
り
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
義
満
は
、
支
配
者
で
は
あ
っ

て
も
、
天
皇
よ
り
「
下
れ
る
事
一
等
」
の
名
号
ｌ
例
え
ば
「
国
王
」
ｌ
を
称
す

べ
き
で
あ
っ
た
ｌ
と
い
う
前
の
結
論
と
相
矛
盾
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
結
論
が
、

白
石
の
脳
裏
の
も
う
一
方
に
は
あ
っ
た
。

白
石
の
思
考
は
、
こ
の
矛
盾
の
両
極
を
往
復
し
、
結
局
、
こ
れ
を
解
決
す
る

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
苦
し
ま
ぎ
れ
に
こ
こ
で
彼
が
持
ち
出
し
て
き
た
の
が

「
言
経
』
に
述
べ
ら
れ
た
「
禅
譲
」
の
概
念
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
尭
が
舜
に
自

ら
進
ん
で
王
座
を
明
け
渡
し
た
と
言
う
理
想
の
王
朝
交
代
神
話
で
あ
る
。
こ
の

概
念
を
重
要
視
し
た
彼
は
、
『
古
史
通
』
に
お
け
る
「
天
統
」
か
ら
「
国
統
」

へ
の
易
姓
革
命
の
「
新
神
話
」
を
、
『
書
経
』
の
尭
舜
の
禅
譲
神
話
に
倣
っ
て

作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
先
例
」
を
後
の
歴
史
の
規
範
と
す
る
の
が
、

彼
の
意
図
だ
っ
た
の
だ
。

朝
幕
間
の
権
力
分
割
に
対
処
す
る
白
石
の
政
策
は
、
こ
の
「
禅
譲
」
概
念
に

よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
彼
は
幾
段
階
か
の
周
到
な
手
続
き
を
踏
み
な
が
ら
、
「
禅

譲
」
に
よ
っ
て
朝
廷
か
ら
幕
府
へ
と
平
和
裡
に
「
礼
楽
」
を
移
さ
せ
る
こ
と
を

企
図
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
の
第
一
段
階
が
、
家
宣
の
将
軍
襲
位
の
直
後
、
彼
が
真
先
に
進
言

し
た
、
新
宮
家
の
設
立
、
皇
子
皇
女
の
出
家
の
慣
習
の
廃
止
等
を
通
じ
て
皇
室

の
繁
栄
を
図
ら
ん
と
す
る
所
謂
「
尊
皇
」
政
策
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
策
を
白
石

が
進
め
た
の
は
、
将
軍
を
し
て
臣
下
の
徳
を
積
ま
し
め
、
次
の
王
者
た
る
資
格

を
固
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
「
禅
譲
」
は
譲
る
者
（
尭
）
・
譲
ら
れ
る
者
（
舜
）

双
方
の
徳
を
必
要
と
し
、
譲
ら
れ
る
者
は
、
ま
ず
臣
下
の
勤
め
を
尽
く
し
て
、

譲
る
者
を
王
と
し
て
敬
い
尊
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
白
石
が
問
題
と
し
て
持
ち
出
し
た
の
は
、
幕
府
開
設
以
来
、
徳
川

将
軍
が
嫡
子
に
恵
ま
れ
ぬ
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
彼
の

仕
え
た
六
代
家
宣
の
襲
位
直
前
に
は
、
四
代
家
綱
、
五
代
綱
吉
と
二
代
続
け
て

男
子
が
な
か
っ
た
。
白
石
は
、
こ
の
理
由
を
、
将
軍
家
が
、
天
皇
の
皇
子
・
皇

女
を
出
家
さ
せ
る
政
策
を
取
り
、
皇
孫
の
繁
栄
を
妨
げ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る

天
の
報
い
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

北
朝
は
も
と
こ
れ
武
家
の
た
め
に
た
て
ら
れ
給
ひ
ぬ
れ
ば
（
中
略
）
此
国

五



天
祖
の
御
後
の
か
く
の
み
お
は
し
ま
さ
む
に
、
当
家
神
祖
の
御
末
は

ト
キ
ハ
カ
キ
ハ

常
磐
堅
磐
に
栄
え
お
は
し
ま
さ
む
事
を
望
ま
む
は
、
い
か
に
や
は
さ
ぶ
ら

（
桁
）

ふ
べ
き
。

す
な
わ
ち
、
現
在
の
天
皇
家
（
北
朝
）
は
、
そ
も
そ
も
武
家
が
自
分
の
た
め

に
擁
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
の
は
武
家
の
責
任
で
あ
り
、

そ
の
責
任
を
果
た
さ
ず
現
在
の
よ
う
な
状
態
に
し
て
お
い
て
、
徳
川
家
の
子
孫

の
繁
栄
の
み
を
願
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

白
石
は
こ
う
言
っ
て
、
天
が
意
を
変
え
て
、
徳
川
将
軍
家
に
嗣
子
を
与
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
皇
子
・
皇
女
の
出
家
の
慣
習
を
廃
止
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
し
た
。
又
、
こ
れ
は
、
他
日
、
皇
室
が
「
先
朝
」
と
な
る
べ
き
日

に
祖
先
祭
祀
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
配
慮
で
も
あ
っ
た
。

儒
教
思
想
に
よ
れ
ば
、
新
王
朝
は
先
朝
の
子
孫
を
絶
さ
ぬ
よ
う
に
務
め
祭
祀

の
絶
え
ぬ
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
守
ら
ね
ば
天
が
こ
れ
を
罰
し
、

新
王
朝
の
子
孫
を
も
絶
や
す
と
さ
れ
た
る
。
周
成
王
は
こ
の
教
え
を
畏
み
、
先

朝
た
る
段
の
末
畜
微
子
に
封
地
を
与
え
て
周
王
家
の
「
賓
」
と
な
し
、
「
国
と

与
に
休
む
こ
と
威
く
、
永
世
に
窮
ま
る
こ
と
無
か
ら
む
」
と
言
っ
た
と
『
書
経
』

（
〃
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。

新
宮
家
設
立
の
理
由
と
し
て
白
石
が
仰
い
だ
典
拠
は
こ
の
話
で
あ
っ
た
。
徳

川
将
軍
は
他
日
周
成
王
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
新
宮
家
は
、

そ
の
時
、
永
く
世
に
残
っ
て
い
く
段
王
朝
の
末
喬
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
天
皇
家
に
対
す
る
恭
敬
の
態
度
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
軍

を
し
て
王
者
た
る
資
格
を
備
え
せ
し
め
る
こ
と
を
ま
ず
実
行
し
た
白
石
は
、
次

に
、
朝
廷
の
側
に
も
「
禅
譲
」
の
意
思
を
表
明
す
る
行
動
を
取
ら
し
め
る
工
作

を
図
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
幼
い
七
代
将
軍
家
継
へ
の
霊
元
上
皇
の
皇
女
八
十
宮

の
降
嫁
計
画
で
あ
っ
た
。

こ
の
前
例
の
な
い
皇
女
の
武
家
へ
の
降
嫁
は
、
『
書
経
』
の
例
に
倣
っ
た
『
古

史
通
』
に
お
け
る
「
禅
譲
」
神
話
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
尭
が
舜
に
娘

を
嫁
が
せ
て
王
位
を
譲
る
ご
と
く
、
「
天
統
」
の
高
皇
産
霊
の
神
が
「
国
統
」

の
天
照
大
御
神
の
息
子
に
娘
を
嫁
が
せ
て
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
一
一
ニ
ギ
ノ
尊

に
主
権
を
譲
る
と
い
う
「
新
神
話
」
を
、
白
石
は
八
十
宮
降
嫁
計
画
と
並
行
し

て
作
り
あ
げ
、
こ
れ
を
う
る
わ
し
い
規
範
と
し
て
、
現
在
の
世
の
「
禅
譲
」
を

進
め
ん
と
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
将
軍
家
継
の
天
逝
に
よ
っ
て
あ

え
な
く
潰
え
去
っ
た
。

白
石
の
進
め
た
も
う
一
つ
の
「
禅
譲
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
天
皇
に
将
軍
が
「
日

本
国
王
」
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
正
徳
元
年
の
朝
鮮

通
信
使
来
訪
に
際
し
、
彼
は
将
軍
が
「
日
本
国
王
」
と
名
乗
る
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
朝
廷
に
了
承
さ
せ
、
こ
れ
を
勅
許
を
得
た
形
で
将
軍
に
実
行
さ
せ
よ
う
と

し
た
。し
か
し
、
日
本
歴
史
中
に
将
軍
の
王
号
勅
許
の
先
例
は
な
く
、
や
む
な
く
彼

は
、
古
代
三
韓
王
達
が
日
本
朝
廷
か
ら
「
国
王
」
の
称
号
を
受
け
て
い
た
と
言

う
こ
と
を
言
い
出
し
、
従
っ
て
日
本
に
「
異
姓
封
王
」
の
例
が
な
い
わ
け
で
は

（
肥
）

な
い
と
強
弁
し
た
。

こ
れ
ら
の
案
文
を
白
石
は
将
軍
家
宣
の
外
戚
で
あ
る
前
関
白
近
衛
基
熈
の
下

に
持
参
し
、
彼
を
説
得
せ
ん
と
し
た
が
、
基
熈
は
相
手
に
し
な
か
っ
た
。
こ
の

日
の
日
記
に
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

新
井
勘
解
由
来
リ
言
談
ス
。
（
中
略
）
公
武
間
ノ
事
等
井
二
朝
鮮
国
書
翰

（
旧
）

写
シ
等
持
参
、
此
間
ノ
事
二
就
キ
談
ズ
ル
事
無
数
、
退
屈
々
々
。

一
二
一
ハ



結
局
、
白
石
は
、
勅
許
を
得
ぬ
ま
ま
将
軍
に
朝
鮮
通
信
使
に
対
し
て
「
日
本

国
王
」
を
名
乗
ら
せ
た
。
そ
う
な
る
と
今
度
は
、
同
じ
古
代
三
韓
王
達
の
話
を
、

前
の
議
論
と
は
反
対
に
、
日
本
朝
廷
の
勅
許
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
王
号
を
名

乗
っ
た
例
と
称
し
て
持
ち
出
す
の
で
あ
る
。
先
に
は
彼
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
た
。
昔
神
功
皇
后
の
御
時
、
三
韓
の
国
々
本
朝
に
し
た
が
ひ
参
ら
せ
し
よ
り
此

方
（
中
略
）
、
新
羅
・
百
済
・
高
麗
・
任
那
・
秦
韓
・
慕
韓
等
の
六
国
は

い
ふ
に
及
ば
ず
、
卓
淳
・
加
羅
等
の
ご
と
き
多
く
の
小
国
の
王
と
い
へ
ど

も
、
皆
々
本
朝
の
封
爵
を
受
参
ら
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
さ
ら
ば
、
本
朝

（
釦
）

に
し
て
異
姓
封
王
の
例
ま
し
ま
さ
ず
と
は
申
す
べ
か
ら
ず
。

今
度
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

古
に
あ
り
て
三
韓
の
国
々
本
朝
に
臣
属
せ
し
時
に
、
其
小
国
の
君
長
と
い

へ
ど
も
皆
々
王
を
以
て
称
し
き
。
任
那
・
加
羅
・
安
羅
等
の
王
、
あ
げ
て

か
ざ
ふ
く
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
是
等
の
国
王
、
必
本
朝
の
封
爵
を
う
け
て

（
剛
）

後
に
其
国
に
王
と
称
せ
し
と
も
見
え
ず
。

「
国
王
」
の
称
号
は
、
さ
ら
に
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
位
置
づ
け
に
関

す
る
問
題
を
引
き
起
こ
す
結
果
を
招
い
た
。
段
周
の
「
王
」
は
全
国
の
一
元
的

主
権
者
で
あ
っ
た
が
、
秦
漢
以
後
の
「
国
王
」
は
、
天
子
た
る
「
皇
帝
」
に
冊

封
さ
れ
た
一
領
域
の
支
配
者
を
意
味
し
、
「
朝
鮮
国
王
」
の
称
号
も
、
中
国
王

朝
と
の
朝
貢
関
係
を
前
提
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
将
軍
が
「
日
本
国

王
」
を
名
乗
る
こ
と
は
、
皮
肉
に
も
、
東
ア
ジ
ア
儒
教
文
化
圏
の
中
で
の
日
本

の
位
置
を
、
朝
鮮
同
様
に
中
国
の
冊
封
を
受
け
る
朝
貢
国
に
し
て
し
ま
い
か
ね

天
皇
に
ま
つ
わ
る
礼
の
問
題

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
態
に
直
面
し
て
白
石
は
な
お
「
国
王
」
は
独
立
し
た
君
主
を
指
す
も

の
で
あ
る
と
強
弁
し
た
。

凡
外
国
の
君
長
皆
々
王
を
以
称
せ
し
事
、
史
漢
よ
り
以
来
、
其
書
を
絶
え

ず
。
必
ず
冊
封
の
事
を
ま
ち
て
其
後
に
王
と
称
す
る
事
の
み
に
あ
ら
ず
（
中

略
）
。
是
等
の
類
、
王
は
君
な
り
と
い
ふ
義
に
よ
り
て
其
国
に
君
た
る
人

（
塊
）

を
以
て
王
と
は
称
す
る
事
也
。

し
か
し
、
こ
れ
は
説
得
力
に
乏
し
く
、
「
日
本
国
王
」
が
「
朝
鮮
国
王
」
と

共
に
中
華
の
国
に
君
臨
す
る
「
皇
帝
」
の
下
位
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
避
け
が
た
か
っ
た
。
結
局
、
日
本
が
中
国
と
同
等
の
地

位
に
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
は
、
白
石
は
「
天
皇
」
の
存
在
を
主
張
す
る
他

は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
通
信
使
と
の
筆
談
で
、
彼
は
、
「
読
史
余
論
』
の
中
で
展

開
し
た
天
皇
家
失
墜
説
と
全
く
話
が
違
う
、
「
天
朝
」
を
有
す
る
日
本
は
頻
繁

に
王
朝
の
交
代
す
る
中
国
よ
り
先
験
的
に
卓
越
し
て
い
る
と
い
う
説
を
持
ち
出

す
の
で
あ
る
。

天
朝
〈
天
卜
与
二
始
メ
ヲ
為
シ
、
天
宗
〈
天
卜
与
二
墜
チ
ズ
。
天
皇
〈
即

チ
是
レ
真
ノ
天
子
ニ
シ
テ
、
西
士
暦
朝
ノ
君
ノ
、
人
ヲ
以
テ
天
ヲ
継
ギ
姓

（
鱒
）

ヲ
易
へ
代
ヲ
立
ツ
ル
者
ノ
如
ク
’
一
非
ズ
。

自
分
の
言
う
こ
と
の
明
か
な
矛
盾
に
直
面
し
て
、
何
と
か
議
論
の
一
貫
性
を

保
と
う
と
、
白
石
は
天
皇
家
の
存
続
の
意
義
を
専
ら
、
儀
礼
の
領
域
に
限
ら
ん

と
し
た
。
日
本
は
天
皇
家
が
綿
々
続
い
た
お
か
げ
、
「
礼
楽
典
章
、
万
世
一
制
」

（
別
）

を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
議
論
は
古
代
の
礼
制
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
嘆
く
『
論
語
』
の
中
の
孔
子

の
言
葉
を
典
拠
と
し
て
い
た
。
中
国
に
於
い
て
は
、
孔
子
は
、
既
に
彼
の
時
代

七



に
、
夏
設
の
礼
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
嘆
い
た
。
夏
王
朝
の
末
喬
で
あ
る
紀
や
、

段
王
朝
の
末
喬
で
あ
る
宗
は
、
存
続
は
し
て
い
て
も
、
既
に
夏
・
段
の
礼
は
そ

（
路
）

こ
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
徴
す
る
に
足
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
。

又
、
通
信
使
は
朝
鮮
は
段
の
末
喬
だ
と
自
称
し
て
い
る
が
、
そ
の
服
制
を
見

る
と
段
の
礼
の
徴
は
な
く
僅
か
に
明
の
制
度
を
保
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
「
万
世
一
制
」
を
維
持
し
て
き
た
日
本
に
お
い
て
は
「
彼
ノ
三
代

（
妬
）

ノ
礼
楽
ノ
如
キ
ハ
、
亦
其
ノ
徴
ス
ル
｜
一
足
ル
者
有
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
三
代
ノ
礼
楽
」
を
皇
室
が
保
っ
て
い
る
と
い
う
白
石
の
主
張
は
、
彼
の
新

宮
家
設
立
構
想
に
関
連
し
て
い
た
。
段
の
末
商
微
子
が
周
王
朝
の
「
賓
」
と
し

て
迎
え
ら
れ
た
時
、
「
其
ノ
礼
物
ヲ
修
」
め
た
と
あ
る
ご
と
く
、
こ
れ
か
ら
新

王
朝
で
あ
る
将
軍
家
に
「
賓
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
新
た
に
設
立
さ
れ
る
宮
家

の
役
割
は
、
現
在
皇
室
が
保
っ
て
い
る
「
三
代
ノ
礼
楽
」
を
、
永
久
に
保
っ
て

い
く
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
万
世
一
制
」
を
主
張
す
る
こ
と
は
「
礼
楽
」
が
永
久
的
に
天
皇

家
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
論
理
的
帰
結
に
到
り
か
ね
な
い
。
こ

れ
を
否
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
た
白
石
は
、
今
度
は
天
皇
家

に
属
す
る
儀
礼
は
「
祭
祀
祈
穰
」
に
過
ぎ
ず
、
真
の
王
者
の
「
礼
楽
政
教
」
と

は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
議
論
を
展
開
し
た
。

『
礼
』
に
「
幽
則
有
鬼
神
、
明
則
有
礼
楽
」
と
い
ふ
事
有
り
。
我
国
称
し

て
神
国
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
祭
祀
祈
穰
之
方
の
ご
と
き
、
礼
楽
政
教
に

（
”
）

は
施
す
可
か
ら
ず
。

か
か
る
「
祭
祀
祈
穣
」
を
、
白
石
は
「
神
道
」
と
呼
び
、
本
来
の
王
者
の
「
道
」

と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
神
道
を
も
て
教
を
設
く
」
と
い
ふ
が
ご
と
き
も
、
常
の
道
と
し
教
と
す

朝
幕
関
係
を
儒
学
理
論
に
よ
っ
て
整
理
し
、
日
本
固
有
の
二
元
主
権
構
造
の

解
消
を
図
っ
た
白
石
の
企
て
は
、
結
局
、
彼
の
儒
教
思
想
に
拠
ら
ん
と
す
る
思

考
様
式
に
内
在
す
る
矛
盾
を
克
服
す
る
に
至
ら
ず
挫
折
し
た
。
そ
し
て
、
後
世

の
ほ
と
ん
ど
の
儒
教
思
想
家
達
は
、
白
石
の
試
み
を
評
価
し
な
か
っ
た
。

中
井
竹
山
は
、
江
戸
城
の
朝
廷
化
を
「
天
一
一
両
日
出
テ
、
大
一
一
天
下
ノ
耳
目

ヲ
骸
ス
」
と
一
笑
に
付
し
、
頼
山
陽
は
白
石
の
義
満
批
評
を
、
「
是
れ
足
利
氏

を
助
け
て
虐
を
な
す
者
な
り
」
と
言
っ
て
、
新
た
に
爵
号
を
立
て
る
の
は
、
平

将
門
と
同
じ
過
ち
を
犯
す
だ
け
で
、
民
衆
を
心
服
さ
せ
る
に
は
、
「
千
歳
因
襲
」

（
酌
）
（
卯
）

の
天
皇
の
名
に
よ
る
に
し
く
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

会
沢
正
志
斎
は
、
近
世
の
「
随
儒
俗
学
」
を
列
挙
批
判
し
、
そ
の
中
で
、
明

ら
か
に
白
石
を
指
し
て
、
「
名
を
乱
り
義
を
遣
れ
て
、
天
朝
を
視
る
こ
と
寓
公

の
ご
と
く
、
上
は
列
聖
の
化
を
傷
り
、
下
は
幕
府
の
義
を
害
す
る
」
も
の
と
し

（
別
）

て
弾
劾
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
江
戸
中
期
以
降
の
論
者
の
「
名
実
分
割
」
論
や
、
そ
れ
を

踏
ま
え
た
天
皇
か
ら
将
軍
へ
の
「
政
権
委
任
」
論
は
、
も
は
や
近
世
初
期
の
林

家
や
前
期
水
戸
学
の
単
純
な
二
元
主
権
構
造
是
認
論
を
直
線
的
に
継
承
し
た
も

の
で
は
な
く
、
白
石
の
「
名
実
統
ご
論
を
通
過
し
、
そ
の
反
立
と
し
て
提
唱

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

る
所
の
ご
と
き
を
い
ひ
し
と
も
見
へ
ず
。
さ
れ
ば
名
づ
け
て
神
道
と
は
い

（
羽
）

ひ
つ
ら
め
。

論
ず
れ
ば
論
ず
る
ほ
ど
議
論
は
撞
着
し
、
結
局
、
白
石
は
自
縄
自
縛
を
重
ね

て
、
首
尾
完
結
し
た
体
系
を
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
ｌ
後
世
へ
の
遺
産
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白
石
が
顕
在
化
し
た
儒
教
の
王
権
不
分
割
思
想
に
照
ら
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
「
名

実
分
割
」
論
や
、
「
政
権
委
任
」
論
は
、
所
詮
不
安
定
な
過
渡
的
な
も
の
で
、

当
然
さ
ら
に
そ
の
反
立
と
し
て
新
た
な
「
名
実
統
一
」
論
た
る
尊
皇
倒
幕
論
を

生
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
白
石
の
考
え
た
「
実
」
に
よ
る
「
名
」
の

併
合
に
あ
ら
ず
し
て
、
「
名
」
に
よ
る
「
実
」
の
併
合
に
よ
っ
て
、
こ
と
は
終

わ
っ
た
の
だ
。

注

（
１
）
「
本
朝
通
鑑
』
、
第
二
巻
、
国
書
刊
行
会
、
七
五
一
頁

（
２
）
松
本
三
之
介
「
近
世
に
お
け
る
歴
史
叙
述
と
そ
の
思
想
」
、
日
本
思
想

大
系
州
・
『
近
世
史
論
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』
、
五
八
一
～
二
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、
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『
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集
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、
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書
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第
十
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五
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史
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書
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）
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五
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、
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（
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日
本
思
想
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、
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頁
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Ⅲ
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頁

（
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）
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右
、
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頁

（
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）
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家
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」
、
新
井
白
石
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集
、
第
六
巻
、
四
六
六
頁
。
「
棟

梁
共
口
上
書
不
審
条
々
」
（
東
洋
文
庫
所
蔵
）
参
照

（
旧
）
『
読
史
余
論
』
、
三
六
九
頁

（
Ｍ
）
同
右

（
肥
）
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正
英
「
新
井
白
石
の
歴
史
思
想
」
、
日
本
思
想
大
系
弱
・
『
新
井

白
石
』
、
三
六
三
～
五
頁
、
参
照

（
肥
）
「
折
り
た
く
柴
の
記
』
、
日
本
古
典
文
学
大
系
妬
・
『
戴
恩
記
・
折
り
た

く
柴
の
記
・
蘭
学
事
始
』
、
二
二
九
～
三
○
頁

（
Ⅳ
）
「
書
経
』
、
微
子
之
命

（
肥
）
「
朝
鮮
国
信
書
の
式
の
事
」
、
新
井
白
石
全
集
、
第
四
巻
、
六
七
三
頁

（
岨
）
『
基
煕
公
記
』
、
宝
永
七
年
五
月
二
十
八
日
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所

蔵
写
本

（
別
）
「
朝
鮮
国
信
書
の
式
の
事
」
、
六
七
三
頁

（
別
）
「
殊
号
事
略
」
、
新
井
白
石
全
集
、
第
三
巻
、
六
三
七
頁

（
〃
）
同
右

（
鴎
）
「
坐
間
筆
語
」
、
新
井
白
石
全
集
、
第
四
巻
、
七
二
四
頁

（
別
）
同
右

（
妬
）
『
論
語
』
八
借
第
三
、
第
九
章

（
恥
）
「
江
閑
筆
談
」
、
新
井
白
石
全
集
、
第
四
巻
、
七
二
七
頁
。
「
坐
間
筆
語
」
、

七
二
四
頁

（
〃
）
『
古
史
通
或
問
』
、
三
二
五
頁

（
羽
）
同
右

（
羽
）
「
竹
山
国
字
犢
』
、
下
巻
、
懐
徳
堂
遺
書
、
第
十
五
巻
、
〃
オ

（
別
）
『
日
本
外
史
』
、
足
利
氏
正
記
足
利
氏
下
、
岩
波
文
庫
版
、
中
巻
、
一
三

五
・
一
三
七
頁

（
別
）
『
新
論
』
、
国
体
上
、
日
本
思
想
大
系
弱
・
『
水
戸
学
』
、
六
七
頁

（
上
智
大
学
教
授
）
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